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平成 28 年度 公益財団法人人材育成ゆふいん財団・公益目的事業等 実施概要書 

＜基本理念及び平成28年度目標＞ 

基本理念 0歳から100歳まで・・・子どもたちの未来を育む、やすらぎのまちづくり 

l 人材育成ゆふいん財団は、未来へ向けていつまでも平和で豊かな社会であり続けるために、お互

いの暮らしや地域の関わりあいを深めていくことが大切であると考え、そのような社会の実現に

向けて「人」を育む環境を整えていくという役割を担うものです。	

l 設立以降、この基本理念のもと事業を推進してきました。平成２８年度事業においても、設立当

時の想いも大切にしながら、継続して取り組んでいきます。	

	

平成28年度目標 

様々な主体と連携しながら、協働事業を充実させていく。 

	

l 人材育成ゆふいん財団は、主として湯布院地域で人材育成に関する調査研究を行っている公益法

人です。ゆふいん（湯布院地域や湯布院に関わる人づくり、まちづくり）で培った調査研究の経

験と実績を活用し、大きくは次の２つの公益目的事業を実施していきます。	

 

１）公益目的事業１：市民の 0歳から 100 歳までの学びを奨励、援助する事業 

l 国内外やゆふいんにおいて市民が自ら学び、自ら実践していくための多様な自主的学習や人材育

成の機会を提供することで、０歳から１００歳までの学びを奨励、援助していく事業	

公益目的事業１	 実施状況	
事業における収支	

（円）	

①国際交流事業	

ゆふいんの子ども達

を、韓国や中国など、文

化や言葉の違う国に使節

団として派遣し、現地で

国際交流を行っていきま

す。	

	

	

	

	

	

（１）「第 14回	 ゆふいん～アジアふれあい交流 
子ども使節団」・相互交流：往路韓国水原市訪問 

【準備・訪問日程】 
６月３０日（木）由布高校説明会 
７月	 ６日（水）由布高校保護者説明会 
７月１０日（日）第 1回韓国語勉強会 

昨年度応募者向け保護者説明会 
７月１７日（日）第２回韓国語勉強会 
７月２４日（日）第３回韓国語勉強会 
７月２６日（火）第４回韓国語勉強会 
７月２８日（木）福岡空港−仁川空港・歓迎晩餐会 
７月２９日（金）ロッテショッピングモール・ 

トイレ博物館・水原市民センター・ 
メディアセンター見学・ 
ホームステイ 

７月３０日（土）水原華城・韓国民俗村・ 
ホームステイ 

７月３１日（日）韓国料理体験・仁川空港―福岡空港・ 
解団式（由布院駅） 

【使節団員】 
青少年	 8名、指導者 4名 

【成果・報告等】 

2,333,873	

	

内事業費：1,421,951	

内人件費：911,922	

	(収入：315,000)	
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①成果報告 
作文を提出 
「自分が感じたこと、自分が変わったこと」 

②９月２８日	 由布高校文化祭にて報告発表 
【交流日程の変更】 
往路）平成２９年３月最終週の土日を活用した日程 
復路）平成２９年７月末か８月第１週の土日を 

活用した日程 
 
（２）「第 15回	 ゆふいん～アジアふれあい交流 

子ども使節団」・相互交流：往路韓国水原市訪問 
【準備・訪問日程】 
３月１２日（日）保護者説明会 
３月１４日（火）由布高校保護者説明会 
３月１２日（日）第 1回	 韓国語勉強会 

「韓国語と韓国文化を理解しよう」 
３月１９日（日）第２回	 韓国語勉強会 

「韓国語で自己紹介をしよう」 
３月２６日（日）第３回	 韓国語勉強会 

「韓国語でまちの紹介をしよう」 
３月２９日（水）第４回	 韓国語勉強会 
「韓国語で、現地でやりたいことを準備しよう」 

３月３１日（金）福岡空港−仁川空港・歓迎晩餐会 
４月１日（金）～４月３日（月）水原市滞在 

【使節団員】 
青少年	 8名、指導者 4名 

【今後の予定】 
①成果報告 
作文を提出 

②第 14回、15回使節団合同で打上げ会を開催予定 
 
（３）第 9回日韓若手音楽家交流コンサート開催 

10月 28日（金）	 由布院玉の湯 
	 演奏家として松本富有樹氏（湯布院出身）とイ・ミソ

ル氏（韓国）をお迎えして、アヤメ基金と協働で開催。 
②ふれあい学習事業	

様々なテーマ・分野で

活動する団体やグルー

プ、個人と連携をしなが

ら、0 歳から 100 歳まで

の学習、人材育成の機会

を提供していきます。	

（１）「山・川・海の学習会」の開催	

大分県からの要請を受けて、山、川・海での環境学習

会開催を検討した。川は開催が叶わなかったが、男池で

山の学習会、津久見市のイルカ島で阪急交通社と協働で

バスツアー形式の学習会を開催することができた（震災

復興・被災地域の子どもたちへの社会貢献活動としての

開催）。	

＜実施日程＞	

8 月 28 日（日）「山の学習会（黒岳・男池）」	

10 月 2 日（日）海「イルカとふれあうバスツアー」	

（２）由布院小学校における水槽設置による	

身近な環境学習の事業展開	

由布院小学校の授業の学習サポーターとして協力し

ていく中で、校内の水槽の内容物の充実化や維持管理が

大変であるとお聞きした。学校内での水槽設置し、生物

105,097	

	

内事業費：48,162	

内人件費：56,935	

(収入：28,660)	
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飼育や理科への関心の向上に役立つようなお手伝いを

することになった。	

（３）環境をテーマにした外部研修・講演	

12 月 10 日（土）、11 日（日）「九州環境フォーラム」	

3 月 15 日（水）	 大分市立碩田中学校のまちづくり・

環境学習授業講師	

3 月 25 日（土）	 ＹＹチャレンジ「ゆふたまご」講師	

③人材育成活性化のため

の調査・研究事業	

「人材育成」「環境問

題」「教育問題」等の各種

講演や啓発・普及活動、

人材育成活性化の調査・

研究を行っていきます。	

（１）木育 mokmok	 がっこう給食器 
昨年度は 2倍以上の売上業績が上がり、一定の成果を

出したが、今年度の売り上げは大幅に減少した。そうし

た中で、くじゅうフェスタや農林水産祭に出展し、売り

上げをあげることができた。 
上半期は他業務の繁忙期と重なるため、なかなか販促

活動を行えない状況が影響し、成果は下方傾向となっ

た。１０月より正社員が１名増え、新たな雇用を確保で

きたため、来年度へ向けて売上が上方傾向となるような

検討を進めた。 
	

（２）豊かな水環境創出ゆふいん会議	

豊かな水環境創出ゆふいん会議の運営を由布市環境

課、大分県環境保全課の支援を受けながら活動を継続し

た。また、大分県・地域を担う NPO 協働モデル創出事業

「大分川・宮川の水環境を豊かにし、育てていく事業」

において大分川や支流の水環境、川づくりに関して、市

民と議論を重ね、活動を共にしながら、大分川の活用や

環境保全、将来像について検討した。	

＜主な活動＞ 
【平成 28 年】	

8 月 3 日（水）外来魚駆除活動（大分川・金鱗湖）	 	

8 月 7 日（日）外来藻駆除活動	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

12 月 5 日（火）～9 日（土）外来藻駆除活動（宮川）	

【平成 29 年】	

1 月 28 日（土）大分県豊かな水環境づくりフォーラム	

12 月 21 日（月）第 2 回	 大分川・宮川を考えるＷＳ	

２グループに分かれて大分川での「夢実現マップづく

り」に取り組んだ。林博徳氏（九州大学・助教）からの

助言・講評をいただきながら「どこでその夢を実現する

か」について意見交換をした。	

3 月 5 日（日）第 3 回	 大分川・宮川を考えるＷＳ	 	

高尾忠志（九州大学・准教授）、林博徳氏（九州大学・

助教）をお招きし、「ブラゆふ」と題した川歩きを行っ

た。その後、４グループに分かれて「現地を見ての魅力、

感想、気づいた事、新しいやりたい事、具体的な遊び方」

について意見交換を行った。	

3 月 11 日（土）大分川水環境フォーラムの開催	 	 	 	

3,609,453	

	

内事業費：3,609,453	

内人件費：2,048,883	

(収入：2,756,817)	

(棚卸：	1,091,196)	
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場所：クアージュゆふいん	 大ホール、参加者：子ども

約 110 名	 大人約 30 名。	

【実施内容】	

◯川となかよくなる水族館「ゆふたまご」	

・大分川の生き物水槽展示	 	

・おさかなタッチプール	

・オオセキショウモ実物展示	

・投網体験会	

・大分県産木材つみき遊び（県からレンタル）	

・もりりん、りばるん、うみくん塗り絵	

・意見収集コーナー	

◯講演会「川とのコミュニケーション」	

・講師	 清水嘉彦	

3 月 22 日（水）宮川でのオオセキショウモの	

フォローアップ駆除	

3 月 28 日（火）外来魚回収いけす制作	 	 	 	 	 	 	 	
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２）公益目的事業２：市民の実践活動の促進を援助する事業	

l 市民が実践する公益的活動に資する人的支援や情報・ネットワーク支援を図り、さらにそれ

らの支援を受けながら名誉ある功績を残した活動に対して助成・顕彰を行い、市民実践活動

のさらなる促進や継続的な側面的援助を行う事業	

公益目的事業２	 実施状況	
事業における収支	

（円）	

①市民実践活動への人的

支援事業	

市民が実践する公益的

活動の企画・運営につい

ての相談やアドバイスを

行い、適材適所となるボ

ランティアの紹介をして

いきます。	

・ＮＰＯ法人ユクリエの平成 28 年度事務管理補助業務

を受託した。	

・7 月 13 日（月）塚原公民館学びの教室のサポート	

・大分市ボランティア連絡協議会講演・講師（溝口理事

長が担当）	

546,787	

	

内事業費：104,819	

内人件費：441,968	

	(収入：225,940)	

	

②市民実践活動への情

報・ネットワーク支援

事業	

情報誌「人材育成ゆふ

いん財団ニュース」の発

行やホームページを活用

し、公益的活動の情報受

発信とコミュニティーの

ネットワークを構築して

いきます。	

「人材育成ゆふいん財団ニュース」の発行	

・年３回発行（Vol.84、85、86	

・発行部数４,０００部（１回につき）	

・町内全戸配布（自治分配）	

「ホームページによる情報発信」	

「ゆふいんラヂオ広報出演」	

・平成 28 年は月に 2 回、29 年からは月１回の頻度で出

演。	

	

242,526	

	

内事業費：89,092	

内人件費：153,434	

(収入：0)	

	

③市民実践活動への助

成・顕彰事業	

自主的な公益的活動を

企画、または事業を運営

する個人・グループ・団

体に対して、助成・顕彰

を行っていきます。	

・市民実践活動への助成事業において、今年度の申請を

行ったゆふいんこども音楽祭実行委員会の「『ゆふいん

こども音楽祭』による今後の文化活動のモデル構築」

へ助成を行った。	

	

	

312,174	

	

内事業費：302,524	

内人件費：9,650	

(収入：0)	

	

	


